
事 業 概 要 

１．一 般 状 況 

令和４年度末における本県の国民健康保険（以下「国保」という。）の保険者は、本県、

２０市町、３国保組合の２４保険者である。 

また、世帯数及び被保険者数は、１０５，１８２世帯（市町１００，０３６世帯、国保組合 

５，１４６世帯）、１６８，１９６人（市町１５８，３２３人、国保組合９，８７３人）となっ

ており、これを県全体に占める割合（国保加入率）でみると、世帯数は３０．６３％（対前年度比

０．８７ポイント減）、被保険者数２０．８５％（同比０．６６ポイント減）となっている。 

世帯数及び被保険者数の年度別推移は、次のとおりである。（表１）  

前年度と比較して、年度末現在の世帯数は、２，１３０世帯（１．９８ポイント）減、被保険 

者数は６，５２９人（３．７４ポイント）減となっている。 

 

 

 

（出所）県人口：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（令和５年１月１日現在）」 



２．収 支 状 況 

令和４年度決算において、収入総額１０６，１３６百万円（対前年度比０．８１％減）、支出総

額１０３，４８０百万円（同比０．２５％減）、収支差引残２，６５６百万円となり、黒字となっ

ている。（表２） 

 収入の主な内訳は、保険税（料）１９，７２８百万円、都道府県支出金７３，２６９百万円、    

一般会計繰入金７，４７５百万円であり、収入全体に対する割合（構成比）は、それぞれ      

１８．５９％、６９．０３％、７．０４％となっている。 

また、支出の主な内訳は、一般被保険者分保険給付費７２，４０１百万円、国民健康保険事業費

納付金２４，６７２百万円、その他の支出３７１百万円であり、支出全体に対する割合（構成比）

は、それぞれ６９．９７％、２３．８４％、０．３６％となっている。 

なお、被保険者一人当たり決算額は、収入６１２，５０７円、支出５９７，１７６円、収支 

差引額１５，３３１円となっている。（表３及び図１，２） 

 

 

 

 

 

 



 

※退職者分再掲は省略しています。 



 
 

 

 



３．療養諸費の状況 

令和４年度の療養諸費費用額（一般＋退職分）は、８４,８７７百万円と対前年度比で 

８５３百万円（１．０２％）増加している。  

被保険者一人当たりの療養諸費（一般＋退職分）は、４８９，８１９円と対前年度比で 

１９，６１１円（４．１７％）増加している。（図２及び表４～５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



４．保険給付の状況 

療養諸費のうち、保険者が実質的に負担する給付総額（保険者負担分＋高額療養費）の割合（給

付率）は、一般分８４．８０％、全体分８４．８０％となっている。 

また、被保険者が負担する額（一部負担金－高額療養費）の割合（実質一部負担割合）は、    

一般分１２．５９％、全体分１２．５９％となっている。（表６） 

なお、各区分の療養諸費の内訳及び１人当たりの診療費の状況は、次のとおりである。（表７，

表８及び図３） 

 

 

   

   



 

※（退職者）１人当たり診療費については、省略しております。 

 



５．保険税（料）の状況 

令和４年度の保険税（料）現年分調定額（一般＋退職分）は、１９，８６８百万円（対前年度比

３．７３％減）、収納額は１９，１９９百万円（同比４．０５％減）となっており、収納率（一般

＋退職分）は９６．６３％と前年度を０．３２ポイント下回った。 

一世帯当たりの調定額は、１８４，９５６円（対前年度比２．３３％減）、一人当たり調定額は 

１１４，６５９円（同比０．７３％減）となっている。（表９） 

また、令和４年度の保険給付費に対する保険税（料）現年分調定額の割合は、２７％（対前年度

比１．２９ポイント減）となっている。（図４） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 



６．国保診療施設の状況 

 

令和４年度における県内の国保診療施設の数は、病院６、診療所２の計８か所で、病床

数は６３０床、職員数は８９０名となっている。 

国保診療施設の診療状況（費用額）は、７，７７７，３２７千円と前年度

（７，３３４，２４１千円）に比べて４４３，０８６千円（６．０４％）増加している。（表１０） 

  経営状況（収支差引）を見ると、病院については対前年度比で収入が０．０２％減少、

支出は２．２６％増加した結果、収支差引は、１，５２５，１１９千円の黒字となってい

る。診療所については対前年度比で収入が２４．５６％減少、支出は２７．８９％減少し

た結果、収支差引は、１０，８７６千円の黒字となっている。医業費のみで見た場合、病

院・診療所ともに、収支差引は赤字の状況である。（表１１） 

 

 

表１０　診療施設の一般及び診療状況 （令和４年度末）
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表１１　診療施設年次別決算状況

（１）収支差引

（２）医業費収支差引

―

支　　出 9,390,478

収支差引 △ 1,445,475 △ 1,172,217 ― △ 98,856 △ 94,319

97.849,602,066 102.25 190,139 186,023

収　　入 7,945,003 8,429,849 106.10 91,283

10,876

91,704 100.46

―

（単位：千円、％）

区　　分

病　　　　　　　　院 診　　　　療　　　　所

令和３年度 令和４年度 対前年度比対前年度比

72.11

収　　入 11,615,954

令和３年度 令和４年度

収支差引 1,749,928 1,525,119 ― 2,437

支　　出 9,866,026 10,088,552 102.26 271,639 195,875

区　　分

病　　　　　　　　院 診　　　　療　　　　所

令和３年度 令和４年度 対前年度比 令和３年度 令和４年度 対前年度比

（単位：千円、％）

11,613,671 99.98 274,076 206,751 75.44

 

 


